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国際保健学分野 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 6 2 0 16 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

山本太郎・教授 審査委員 科学技術振興機構 

山本太郎・教授 運営委員 京都大学地域研究総合情報センター 

山本太郎・教授 研究事業運営委員 結核研究所 

山本太郎・教授 エイズ・感染症対策技術専門員・選考委員 国際協力機構  青年海外協力隊事務局 

山本太郎・教授 館外研究員 国立民族学博物館 

山本太郎・教授 客員研究員 東京大学医学教育国際協力センター 

山本太郎・教授 国際保健検討委員会委員 日本医師会 

山本太郎・教授 客員教授 大連医科大学 

山本太郎・教授 客員教授 福建医科大学 

山本太郎・教授 非常勤講師 大阪市立大学 

山本太郎・教授 非常勤講師 新潟大学 

山本太郎・教授 武見フェロー選考委員 日本医師会 

山本太郎・教授 国際緊急援助隊感染症対策チーム公衆衛生部会部

会長 
国際協力機構 

山本太郎・教授 長崎県環境保健研究センター倫理審査委員会委員 長崎県環境保健研究センター 

和田崇之・助教 客員研究員 結核研究所 

和田崇之・助教 Board Asian Society of Conservation Medicine 

和田崇之・助教 幹事 日本結核病学会 実験結核研究会 

中野政之・助教 評議員 日本細菌学会 
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競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

和田崇之・助教 日本学術振興会 代表 基盤（B） 
アジア・オセアニアにおける病原性抗酸菌の

浸淫度調査 

和田崇之・助教 日本学術振興会 分担 基盤（C） 
高まん延多剤耐性結核菌株のゲノム解析 

和田崇之・助教 日本医療研究開発機構 分担 結核の診断及び治療の強化等に関する革新

的な手法の開発に関する研究 

和田崇之・助教 感染症研究国際展開戦略プログラム 分担 ベトナムにおける感染症制御研究・開発プロ

ジェクト 

和田崇之・助教 人獣共通感染症研究拠点・共同研究 代表 動物感染症例においてゲノム非可塑性を示

す抗酸菌種の遺伝的多様性とその応用 

和田崇之・助教 かなえ医薬振興財団 代表 野生動物から分離される大腸菌の腸管付着

因子はいかにして宿主適応しているのか 

市川智生・助教 日本学術振興会 代表 若手（B） 
人獣共通感染症としての日本の結核史―歴

史学および分子疫学による検証― 

市川智生・助教 日本学術振興会 分担 基盤（B） 
日米医学協力計画（1965~90 年）と JICA に

よるフィリピンへの医療援助 

市川智生・助教 日本学術振興会 分担 課題設定による先導的人文学・社会科学研究

推進事業 
医学史の現代的意義：感染症対策の歴史化と

医学史研究の社会との対話の構築 

市川智生・助教 かなえ医薬振興財団 代表 中国およびネパールの寒冷高地における生

活習慣病に関する疫学的研究 

中野政之・助教 日本学術振興会 代表 基盤（C） 
ピロリ菌VacAの宿主受容体を基盤とした病

原メカニズムの解析 

中野政之・助教 武田科学振興財団 代表 ピロリ菌が産生する VacA と CagA の宿主細

胞における新たな相互作用の解析 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

和田崇之・助教 結核菌の型別法 2010.4.14 - 特開 2011-217703 

中野政之・助教 紫外線殺菌装置 2005.6.29 2011.7.1 04771402 号 

 

その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

和田崇之・助教 長崎県結核担当者会議  2016 年 
7 月 8 日 

現在結核分子疫学体制を模索している

長崎県保健所、地方衛生研究所の職員を

対象として、基礎的な話題提供および利

用の指針について解説を行った。 
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和田崇之・助教 平成 28 年度地域保健総合

推進事業「結核菌ＶＮＴ

Ｒ技術研修会」 

 2016 年 
11 月 2 日 

地方衛生研究所職員を対象に、結核菌遺

伝多型解析の手法と考え方について講

演を行った。 

和田崇之・助教 第 1 回抗酸菌研究会の開

催と研究コミュニティの

形成に向けた取り組み 

 2016 年 9 月

29, 30 日 
国内の結核・抗酸菌研究者を対象とした

研究会を世話人として開催し、現在も次

年度以降の継続的な研究活動の基盤構

築に寄与している。 

 
○特筆すべき事項 
① 山本太郎 教授 日本経済新聞「今を読み解く」に「失われてゆく、我々の内なる細菌」が紹介される 2016 年 1 月

24 日 

② 山本太郎 教授 TBS「今年の細菌・ウイルス大疑問」-時代劇で学ぶ免疫の仕組み-コーナーを監修 2016 年 1 月 27
日 

③ 山本太郎 教授 JICA 国際緊急援助隊感染症対策チーム 第一回導入研修「安全管理（感染症対策）」講義 2016
年 2 月 20 日 

④ 山本太郎 教授 講談社 現代ビジネスウェブサイト【賢者の知恵】でジカウイルス感染症について解説 2016 年 3
月 2 日 

⑤ 山本太郎 教授 第 19 回日本臨床緊急医学会総会・学術集会 招待講演「市民講座 国際交流と災害-感染症対応-
未来志向としての国際保健-」2016 年 5 月 14 日 

⑥ 山本太郎 教授 新潟大学非常勤講義「公衆衛生の転換」2016 年 5 月 13 日 

⑦ 山本太郎 教授 日本リザルツ講演会「微生物と非感染疫病」2016 年 6 月 25 日 

⑧ 山本太郎 教授 2016 年度前期東洋学講座 医学・衛生学的中国事情「公衆衛生の転換-人は一人では生きていけな

い-」2016 年 7 月 22 日 

⑨ 山本太郎 教授 中野区医師会講演会「公衆衛生の転換-人は一人では生きていけない-」2016 年 10 月 13 日 

⑩ 山本太郎 教授 一般財団法人 国際開発機構 FASID2016 年度国際開発入門コース講義「感染症と開発の関係から

ヒト社会のあり方を考える」2016 年 11 月 12 日 

⑪ 山本太郎 教授 順天堂大学医学研究入門Ⅱ講義「生態学的視点から見た感染症：感染症とは何か」2016 年 11 月

24 日 

⑫ 和田崇之 助教 長崎大学 Tenure Track Newsletter Vol.03 に記事掲載 

⑬ 和田崇之 助教 熱帯医学研究所を訪問した明善高校１年生に講義 

⑭ 市川智生 助教 熱帯医学研究所を訪問した長崎東中学、佐世保北中学、向陽高校の学生に講義 

⑮ 中野政之 助教 上原 H.pylori 賞（優秀賞）受賞（第 20 回日本ヘリコバクター学会学術集会：2016 年 6 月 24-26 日） 
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